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埋蔵文化財 (遺物・遺構)を包蔵している遺跡は、普段は私達の目に触れることは、ほとんど

ありません。地中の中で永い年月の間、遺構や遺物などの埋蔵文化財は保存されてきました。

しかし、近年開発等による掘削工事により埋蔵文化財が破壊されてきています。遺跡には、先

人達の大切なメッセージが埋蔵文化財として託されています。そのメッセージを現在の人々、更

には未来の人々に伝えてゆかなければなりません。

本書は、平成22年度に田尻町教育委員会が実施した埋蔵文化財調査の成果を収録しています。

この地域の歴史像をさらに豊かにするための資料として活用していただければ幸いです。

概要を報告するにあたり、調査にご協力いただいた地元の方々並びに関係各位にお礼申し上げ

るとともに、今後とも文化財保護にご理解とご協力を賜りますようお願い申しあげます。

平成23年 3月 31日

田尻町教育委員会

教育長 二澤 隆史



1. 本書は、田扉町貌育委員会が平成″年度に実施した、大阪府泉南郡日尻町域における.理

蔵文化財緊急発掘調査の概要報告である。

2-. 調査は口尻暉貌育萎員会学事課文化財保護係 中―野篤史を担当者として、平成滲午4月 1.

日に着手し、平a23年 3月凱日に終了したち

3. 本書における図面の方位につい.て は磁北を示す。

4. 1調査の実施にあた.っては、下記の譜氏の参加揚力を得た。

日出裕美子

5, 現麹調査にあたっては、土地所有者をはじめとする工事関係者等多く|の方々の協力を得た。

感謝の意を表する。

6. 本書の執等は申野がおこない、編集―は目出、申野がおこなったも

7.91本書は、平疎η午4月から平成2341月 までに実施した調1査を掲載してい.る 。
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第 1章 文化財調査の状況

1.田尻町の位置と環境

田尻町は大阪府の南西部、大阪湾海岸線の南

部に位置 し、東は泉佐野市、南西は泉南市に接

し、北西は大阪湾に面する。町域の面積は約4.96

平方kmである。海岸線に並行 して南海本線が、町

域南部を国道26号線がとおり、泉南地域の基幹交

通路となっている。町域の北東部から中央部にか

けて田尻川、南西部を樫井川が流れ大阪湾に注い

でいる。

2.平成22年度の埋蔵文化財調査の現状 図 1 田尻町位置図

田尻町は、近年の財政状況の悪化により公共工

事が減少し、また、不況下の影響により民間の小規模な分譲住宅や共同住宅等の開発も減少して

ヤゝる。

平成22年度における文化財保護法第93条、第94条に基づく土木工事等による埋蔵文化財発掘の

届出は個人住宅、民間開発、電気・ガス等に伴うもの10件、公共工事に伴うもの 2件の計12件で

ある。また、遺跡範囲外での各種開発確認調査のための試掘依頼の件数は 1件となっている。

過去 5年間の文化財保護法関係の届出件数は表 1、 表 2の とおりである。また、平成22年度調

査地は表 3の とおりである。
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(遺跡発見届出を含む)

表 1 過去 5年間の届出件数表
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2 夫婦池遺跡 1

つ
０ 船 岡山遺跡 1 1

4 嘉祥神社本殿

5 船岡山商遺跡

6 藤 波 遺 跡

7 吉見藩陣屋跡 ９

〕 4

8 羽倉崎遺跡 1

9 樫井西遺跡

10 林 毒 遺 跡
■
■ 中 島 遺 跡

つ
υ

(遺跡発見届出を合む)

表 2 遺跡別発掘届出件数表



申請者 申 請 地 原  因 遺跡名 指導事項 検出遺構 出土遺物

1 田尻町 田尻町吉見地内 トイレ棟設置 田尻遺跡 工事立会

2 個人開発事業者 田尻町吉見地内 共同住宅建築 田尻遺跡 発掘調査 落込み
須恵器、土師
器、黒色土器

3 宗教法人 田尻町吉見地内 拝殿建築 吉見藩陣屋跡 工事立会

4 大阪ガスlal 田尻町吉見地内 ガス管埋設 吉見藩陣屋跡 慎重工事

5 個人開発事業者 田尻町吉見地内 共同住宅建築 田尻遺跡 工事立会

6 田尻町 田尻町吉見地内 下水道管埋設 田尻遺跡 慎重工事

7 個人 田尻町吉見地内 個人住宅建築 吉見藩陣屋跡 工事立会

8 個人開発事業者 田尻町吉見地内 共同住宅建築 田尻遺跡 発掘調査 な し な し

9 大阪ガスlul 田尻町吉見地内 ガス管埋設 吉見藩陣屋跡 慎重工事

10 個人 田尻町吉見地内 個人住宅建築 田尻遺跡 工事立会

民間開発事業者 田尻町嘉祥寺地内 分譲住宅建築 範囲外 開発確認 落込み
土師器、瓦器

陶器、瓦

12 個人開発事業者 田尻町吉見地内 共同住宅建築 田尻遺跡 発掘調査

13 個人 田尻町吉見地内 個人住宅建築 田尻遺跡 工事立会

※太字は文化財保護法に基づく届出・通知

表3 届出・通知・試掘依頼一覧

第 2章 田尻町内遺跡群と周辺遺跡の概要

田尻町内には縄文時代から近世までの1lヵ 所の遺跡がありますが、ほとんどの遺跡は発掘調査

件数が少なく、遺跡の性格が不明のものがほとんどで遺物散布地となっている。

羽倉崎遺跡

田尻町の北東部、主に泉佐野市に広がる標高 3m～ 6mに位置する古墳時代の遺物散布地であ

る。古くに古代製塩土器が出土したとの記録があり、泉佐野市教育委員会による発掘調査が数回

行われ90-01区の調査で江戸時代後半の陶器が出土している。

田尻町教育委員会による平成16年の調査で、耕作に伴う溝、水溜遺構、河川跡を検出してい

る。包含層より土師器、瓦器が出上している。

船岡山遺跡

船岡山遺跡は、田尻町と泉佐野市にまたがる、樫井川の右岸に沿う沖積段丘上に位置する縄文

時代晩期から弥生時代前期にかけての遺物包合層がある遺跡である。これまでに大阪府教育委員

会、泉佐野市教育委員会による同遺跡の調査で溝、土坑、柱穴が検出されている。



元は船岡山A～ C地点に分かれていた遺跡であるが、調査を進めていく中で 1つの遺跡である

と判明し、昭和61年に 3つの地点が集約 され、船岡山遺跡となった。

主に、縄文時代後期～弥生時代の集落跡に位置づけでき、泉佐野市による55-02区 の調査で庄

内式甕や布留式甕、製塩土器、高杯形土器等を伴った竪丈住居 1棟、土坑、溝を、84-03区 調査

時に縄文時代晩期船橋式上器、弥生時代前期土器を伴った掘立柱建物野倉庫 1棟、土坑、清を、

91-03区調査で弥生時代後期～古墳時代前期の掘立柱建物倉庫 1棟 をそれぞれ検出し、遺物は石

器、弥生土器、土師器、須恵器、瓦器、陶磁器出土 している。また、同市の04-03区で遺構は出

ていないが中世段階と思われる土師質蛸壺片、近世の上坑や溝、落ち込み等が数箇所の調査区か

ら検出されており、各時代にわたり人々の生活がうかがえる。同市の03-01区調査で溝等ととも

に遺構 。遺物の密度から縁辺部が判明した。

船岡山南遺跡

田尻町の南東部、泉佐野市に広がる標高 8m～ 10mに位置する弥生時代～中世にかけての遺物

散布地である。泉佐野市による88-01区調査で遺物が若千数と、94-01区 で中世の上師器、瓦器

等が出土 しているが、遺構は検出されていない。

藤波遺跡

田尻町の南部、主に泉佐野市に広がる標高10m～12mに位置する中世の遺物散布地である。平

成20年度泉佐野市による発掘調査では溝、ピットが検出され、土師器、瓦器、陶磁器が出土 して

いる。

夫婦池遺跡

夫婦池遺跡は、田尻町と泉佐野市にまたがる、標高7m～9mにかけて位置する弥生時代から古墳

時代にかけての遺物散布地である。泉佐野市による昭和61年度の調査では、中世廃絶の溝 1条、江

戸時代後半に廃絶 したと思われる井戸、5世紀代の須恵器を含むピット、中世から現代にいたる

スキ溝が検出されている。その他、土師器、瓦器、須恵器、陶磁器等の遺物が遺物包含層から出

土 している。

嘉祥神社本殿

桃山建築様式を伝える江戸時代初期の神社建築物。大阪府指定文化財。

吉見藩陣屋跡

田尻町の北部、旧街道 (浜街道・孝子越街道)沿いの標高 4m～ 5mに位置する中世～近世に

かけての遺物散布地である。これまでの調査では、粘土採掘坑などが検出されている。遺物は、

土師器、須恵器、瓦器、陶磁器が出上 している。なお、遺跡内には大阪府指定文化財の田尻歴史

館 (旧谷口家吉見別邸)がある。

林寄遺跡

田尻町の北部、旧街道 (浜街道・孝子越街道)沿いの標高 2m～ 4mに位置する近世墓地跡で

ある。近代に移転 された。これまでの調査により土坑、スキ溝などが検出されている。遺物は、

陶磁器のほか弥生土器、土師器が出土 している。



図2 田尻町周辺の遺跡分布図 1/20,000

中島遺跡

田尻町の中央部に所在する標高 3.5～ 4mに位置する中世～近世の集落跡である。平成15年度

に実施した試掘調査により新規に発見した。土坑、小穴、柱丈等の遺構が検出されている。遺物

は瓦器、土師器が出土している。

田尻遺跡

田尻遺跡は、標高 5m～ 7mに かけて位置する古墳時代から中世にかけての遺物散布地である。

昭和60年の大阪府教育委員会の調査では弥生時代後期、古墳時代後期から奈良時代、中世の 3時

期の遺構・遺物が確認されている。弥生時代後期の溝が検出されている。昭和62年の調査では中

世以降の農耕に伴う溝や近世以降の土坑が検出されている。平成 6年の調査では中世に属する

溝、土坑やピットが確認されている。

樫井西遺跡

田尻町の南部、主に泉佐野市に広がる標高10m～ 1l mに位置する。昭和60年度の発掘調査で新

たに発見された遺跡で、弥生時代の方形周溝墓群と古墳時代～中世の集落跡である。泉佐野市に

よる85-01区調査から弥生時代の総柱建物、方形周溝墓、ピット等が検出されており、特に同市

の95-01区調査では、古墳時代中期の住居 3棟と掘立柱建物 2棟、土坑 2基、溝、堀、弥生時代



の方形周溝墓群 (6基 )、 さらに 1号住居跡からはカマ ドや貯蔵友などが検出され、当時の生活を

知る重要な資料となった。平成 9年度の同市の調査では、土坑から特殊な場所でしか出土しない

とされる韓式系土器が出上し、当該地が祭祀のために使用されていた可能性もうかがえる。99-

01区の調査では中世の溝が検出され、屋敷の区画溝と考えられている。遺物は、弥生土器、土師

器、須恵器、瓦器、陶磁器などが出土しており、弥生時代～近世の幅広い時期のものが確認され

ている。
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第3章 調査の概要

平成22年度において実施した遺跡範囲外での開発確認調査1件、遺跡内での試掘調査2件につい

てその概要を記す。

開発確認調査01

申 請 者 :民間開発事業者

調 査 地 :田尻町嘉祥寺地内

申請面積 :890∬

調査面積 :約 12ポ

調査期間 :平成22年 11月 12日

調査の概要

今回の調査は、宅地造成に伴い実施した遺

跡範囲外での試掘調査である。調査地は標

高4mに位置 し、旧街道 (浜街道・孝子越街

道)に接している。付近には桃山建築様式の

嘉祥神社本殿や江戸時代の嘉祥寺墓地跡の林

寄遺跡がある。

平成22年■月12日 に開発予定地内に3箇所

の調査区を設定し、約12ド について調査を実

施した。
図 3 調査地点位置図 (1/5,000)



現況G.L.――

①盛土

② コークス層

③黒掲色粘質土 (2.5Y3/1)

④灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)

図 4 調査区設定図 (1/600)

⑤黒褐色砂質土 (25Y3/1)

⑥黒色粘土 (7 5YR2/1)

②黒色粘土 (loYRl.7/1)

現況G.L.~~

図5 土層断面図 (1/40)

調査区 1(Tr.1)は開発計画地東部に幅 2m、 長さ2mの調査区を設定 し約 4だ について遺物、遺

構に注意 しながら重機 と人力を併用 して掘削 した。調査区の層序は上から下に①盛土 (層厚約

50cm)、 ②コークス層 (層厚約 6 cm)、 ③黒褐色粘質土(2.5Y3/1、 層厚約15cm)、 ④灰黄褐色砂質土

(lCIYR 4/2、 層厚約 6 cm)、 ⑤黒褐色砂質土(2.5Y3/1、 層厚約30cm)、 地山(じ ゃっ欠)の順に堆積

している。砂質土より下層からは湧水が著しく地下水位が高い。遺物、遺構は検出していない。

調査区 2(Tr。 2)イよ開発計画地南部に幅 2m、 長さ2mの約 4ド について遺物、遺構に注意しな

がら重機と人力を併用して掘削した。調査区の層序は上から下に①盛土 (層厚約30cm)、 ②コー

クス層、③黒褐色粘質土 (2.5Y3/1、 層厚約6cm)、 ④灰黄tav色砂質土 (10YR4/2、 層厚約25cm)、

⑤黒褐色砂質土 (2.5Y3/1、 層厚約30cm)、 ⑥黒色粘土 (7.5YR2/1)砂 質土、地山 (じ ゃっ欠)の

順に堆積している。北西方向への落込みを検出した。黒褐色砂質土中より土師器、瓦器等の中世

に属する遺物片が出土している。

①

②

④

⑤

ヘ

Tr.3

①

④

⑤

⑥

⑦



調査区 3(Tr.3)は 開発計画地北部に幅 2m、 長さ2mの調査区を設定し約 4ド について遺物、遺

構に注意しながら重機と人力を併用して掘削した。調査区の層序は上から下に①盛土 (層厚約50

cm)、 ④灰黄褐色砂質土 (10YR4/2、 層厚約30cm)、 ⑤黒褐色砂質土 (2.5Ч3/1、 層厚約30cm)、 ⑥黒

色粘土 (7.5YR2/1、 層厚約15cm)、 ⑦黒色粘土 (10YRl,7/1)の順に堆積している。現況G.L。 から

1.5mま で掘削したが地山は検出していない。遺物は灰黄褐色砂質土中より陶器片が出土してい

る。

試掘調査の結果、調査区2、 3(Tr.2、 3)よ り遺物を検出したが顕著な遺構は検出されなかっ

た。ただし調査区 2(Tr.2)にて北西方向へ落ち込みを検出し、また堆積状況から調査区 3(Tr.3)

は落込みの中であったと推察される。周辺部での調査の進展により明らかとなることを期す。

田尻遺跡第33次発掘調査

申 請 者 :個人事業者

調 査 地 :田尻町吉見地内

申請面積 :720.35∬

調査面積 :約 9ず

調査期間 :平成22年 6月 24日

調査の概要

平成22年 6月 24日 に開発予定地内に 2箇所

の調査区を設定 し、約9だ について調査を実施

した。

調査区 1(Tr.1)は 開発計画地西側の擁壁

部分に幅1.3m、 長 さ3.5mの調査区を設定 し約

4.5ド について遺物、遺構に注意 しながら掘削

した。調査区の層序は上から下に①耕土 (層

厚約20cm)、 ②褐灰色砂質土 (7.5YR5/1、 層厚約14cm)、 ③灰褐色砂質土 (7.5YR4/2、 層厚約16

cm)、 ④暗灰黄色砂質土 (2.5Y4/2、 層厚約10clll)、 ⑤にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3、 層厚約6

cm)、 ⑥黄灰色粘質土 (2.5Y4/1)の順に堆積している。擁壁工事の及ぶ現地表下80clllま で掘削し

たが地山は検出できなかった。遺物は暗灰黄色砂質土中より上師器片が出土している。

調査区2(Tr.2)イよ開発計画地南側の共同住宅建築予定部分に幅1.3m、 長さ3.5mの 約4.5rに

ついて遺物、遺構に注意しながら掘削した。調査区の層序は上から下に①盛土 (層厚約30clll)、

②耕土 (層厚約12cm)、 ③暗褐色砂質土 (1咄 /3、 層厚約6cm)、 ④灰黄褐色砂質土(10YR4/2)、

⑤暗灰黄色砂質土 (2.5Y4/2、 層厚約20側 )、 ⑥灰黄褐色 (10YR4/2)砂 質上の順に堆積してい

る。基礎工事の及ぶ現地表下80cmま で掘削したが地山は検出されず。河サキ1跡 と思われる落込みを

図 6 調査地点位置図 (1/5,000)



検出した。遺物は灰黄褐色砂質土中より須恵器、土師器、黒色土器片が出上している。周辺部で

の調査の進展により明らかとなることを期す。

図 7 調査区設定図 (1/400)

現況G.L.― 現況G.L.

①耕土

②褐灰色砂質土 (7.5YR5/1)

③灰褐色砂質土 (7.5YR4/2)

④暗灰黄色砂質土 (25Y4/2)

⑤ にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)

⑥黄灰色粘質土 (25Y4/1)

図 8 Tr.1土層断面図 (縦 1/40、 横1/80)

①盛土

②耕土

③暗褐色砂質土 (10YR3/3)

④灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)

⑤暗灰黄色砂質土 (25Y4/2)

⑥灰責褐色砂質土 (loYR4/2)

図 9 Tr.2土層断面図 (縦1/40、 横1/80)

①

⑫

⑤
④



田尻遺跡第34次調査

申 請 者 :個人開発事業者

調 査 地 :田尻町吉見地内

調査原因 :共同住宅の建築

申請面積 :951.84ご

調査面積 :約2ド

調査期間 :平成23年 1月 20日

調査の概要

今回の調査は、共同住宅の建築に伴い実施

した田尻遺跡第34次調査である。調査地は標

高 6mに位置 している。

平成23年 1月 20日 に開発予定地内に 1箇所の

調査区を設定 し、約2ド について調査を実施 し

た。

調査区 (Tr.1)は 開発計画地西部に幅 lm、 長 図10 調査地点位置図 (1/5,000)

G.L.-50cm―

図1呵 調査区設定図 (1/500)

さ2mの調査区を設定 し約2∬ について遺物、遺構に注

意しながら重機 と人力を併用して掘肖1し た。       現況G.L.―一

調査区の層序は上から下に①耕土 (層厚約20cm)、 ②灰

黄褐色砂質土 (10YR4/2、 層厚約12cm)、 ③オリーブ褐

色砂質土 (2.5Y4/3、 層厚約1lcm)、 ④灰黄褐色砂質土

(10YR4/2)の順に堆積している。遺物、遺構は検出し

ていない。周辺部での調査の進展により明らかとなる

ことを期す。

①耕土

②灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)

③オリーブ褐色砂質土 (2.5Y4/3)

④灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)

図12 土層断面図 (1/40)
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Tr.1土層堆積状況 (開発確認調査01)

Tr.2土層堆積状況 (開発確認調査01)
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Tr.3土 層堆積状況 (開発確認調査01)

Tr.1土 層堆積状況 (田尻遺跡第33次 )
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Tr.2土層堆積状況 (田尻遺跡第33次 )

Tr.1土層堆積状況 (田尻遺跡第34次 )
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